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8

どうして必要なのか

現在、地球規模で生物種の減少が問題となっています。それは、

生き物が絶
ぜつ

滅
め つ

していくということです。

野生のトキも絶
ぜつ

滅
め つ

しました。トキを野生復帰させるための取り組

みは、実行段階に入ったばかりです。

なぜトキを野生化させなければならないのでしょうか。

生物の多様性とは、どういうことなのでしょうか。

レッドリスト　（日本の絶
ぜつめつ

滅のおそれのある野生生物の種のリスト）環
かん

境
きょう

省

分類

絶
ぜつめつ

滅 わが国ではすでに絶滅したと考えられる種

野生絶滅 飼育・栽
さいばい

培下のみで存続している種

＜絶滅危
き ぐ

惧＝絶滅のおそれのある種＞

絶滅危惧Ⅰ類 絶滅の危機に瀕している種

•絶滅危惧ⅠA
　ごく近い将来における絶滅の危険性がきわめて高い種
•絶滅危惧ⅠB
　ⅠAほどではないが、近い将来における絶滅の危険性が
　高い種

絶滅危惧Ⅱ類 絶滅の危険が増大している種

「トキを野生にかえす」とはどういうことなのでし
ょうか。
「なぜ野生にかえさないといけないのか」
「野生にかえすことは、どのような意味を持つのか」
といった　ことについて考えてみましょう

「トキの野生復帰」とは
̶第１章　トキの野生復帰と佐渡島̶
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9

トキの野生復帰についての疑問

佐渡島におけるトキの野生復帰は、生物多様性の象
しょうちょう

徴的事例として

取り上げられています。わたしたちにとって「トキ放鳥」はきわめて

現実的な問題でもあり、それに伴うさまざまな負担も発生します。

生物の多様性を維
い じ

持していくことと、現実生活上の諸問題を考え

あわすとき「野生復帰」は決して簡単な問題ではなく、そこにさま

ざまな考え方があるのも事実です。

人間の生活とどんな関係があるんだろう

�自然に絶
ぜつ め つ

滅したのだから、わざわざ野生復帰させなくてもいいん
じゃないか

�中国からつれてきたトキを野生復帰させても、日本のトキじゃな
いんじゃないか

�トキ以外にも絶
ぜつ め つ

滅しそうな生き物がいるのに、どうしてトキだけ
なのか
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10

人間の生活とどんな関係があるんだろう

トキの絶
ぜ つ め つ

滅はわたしたちの生活に直接関係のな

いできごとと直感的に感じる人は多いことでしょ

う。確かに、大正時代後期には全国からほぼ姿を

消していた鳥ですから、いま完全にいなくなって

も現実的な変化はほとんどないかも知れません。

ですが、少し考えを広げてみましょう。

私たちの生活に直接関係がないことを理由に現

状を放置すれば、私たちは、この鳥を乱
ら ん か く

獲によっ

て滅
ほ ろ

ぼしてしまったことや、地球上に生命が誕生

してから今日まで 38 億年間にわたって継
け い ぞ く

続して

きた進化の営みを絶ってしまうことをも肯
こ う て い

定する

ことになってしまうのです。生き物の立場からす

れば一方的に生存権を否定されてしまったことに

なり、こんなに不条理なことはありません。トキ

の野生復帰に関わることは、こうした人と生き物

の関係を考え直す最高のチャンスなのです。

トキの存在は、人間の生活とは直接関係がないようにも思える。
たとえ絶

ぜつ め つ

滅しても、わたしたちに影
えい

響
きょう

はないのではないか。

「資料室のケースの中のトキ」

わたしたちの生活とは関係のない存在なのだろうか。
「生命」とは生き残っていけば、今後も数百種、数千種に進
化していく可能性を持っているはずである。

トキは人間ときわめ

て密接な関係を持って

生活していた鳥である。

狩
しゅ

猟
りょう

などの人間活動

によって平野部の生息

地では全
ぜん め つ

滅し、山間地

の棚
たな

田
だ

などでのみ生き

残った。

そのトキをも人間は、

棚
たな

田
だ

の放
ほう

棄
き

などによっ

て野生絶
ぜつ め つ

滅に追い込
こ

ん

でしまった。
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環
かん

境
きょう

変化に適応できなかったのではないか

生物進化の歴史は自然選択と適
て き お う ほ う さ ん

応放散の

繰
く

り返しであったといえます。いくつもの

種が環
かん

境
きょう

変化に適応できずに絶
ぜつ め つ

滅してきま

した。しかし人間活動が原因で生じている

絶
ぜ つ め つ

滅は、生物の進化の過程ではたらく自然

選択とは明らかに異質のものです。

例えば、羽
う

毛
もう

を利用したり、農業被
ひ

害
がい

を減

らしたりするために、トキを猟
りょうじゅう

銃で根こそぎ

獲
と

る行為は自然選択ではありませんし、そこ

には進化や適応の余地は全くありません。

トキに限らず、人間活動に由来する生物

多様性問題には、生物側の反応を引き出す

可能性や時間的猶
ゆ う

予
よ

を与えずに、同時並行

的に複数の集団を絶
ぜつ め つ

滅させているという共

通の特
とく

徴
ちょう

があります。

人の営みも自然の一つと考えれば、トキの絶
ぜつ め つ

滅は環
かん

境
きょう

の
変化に適応できなかったためだと考えられないか

本土と陸続きの時に移動してきた生物が、海
かい

峡
きょう

の形成で
隔
かく

離
り

され（地理的隔
かく

離
り

）、島の環
かん

境
きょう

に適応しながら進化を
進めてきた。

佐渡に固有の種は、佐渡が海
かい

峡
きょう

の形成により本土から離れたことで、佐渡の環
かん

境
きょう

に適応すべく進化し

てきた。それは数十万年という長い時間をかけて行われた。

サドモグラ（剥
はくせい

製：佐渡博物館蔵） サドカケス（剥
はくせい

製：佐渡博物館蔵） サドノウサギ（子ども）
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12

中国のトキをつれてきてもいいのか

同じ種であっても生息地が大きく異なってい

れば、長年遺伝的交流がなくなっているために、

独自の生態特性と遺伝的まとまりを持つ集団

（地域個体群）が形成されている可能性が高く、

この点に留意して保護策を考えなくてはなりま

せん。

鳥類は移動性が高い生物です。トキも比
ひ

較
かく

的最近まで大陸を南北に移動したり、日本海を渡
わた

ったりしていまし

た。最近のトキのDNAを比
ひ

較
か く

した研究によると、日本産の「ミドリ」と中国産の「ヤンヤン」の遺伝子の違
ちが

いは、

わずか 0.06％しかなかったことがわかっており、これは個体間の差のレベルと考えられます。トキの野生復帰を

考えるとき、「日本のトキ」「中国のトキ」と地域性を重視する必要性は生物学的には小さいといえます。

日本のトキを野生復帰させるために、
中国からトキをつれてくることに問題はないのか

地域個体群の概
がい

念
ねん

はどの生物にもあてはまるものではない

佐渡島という、少なくとも数十万年にわたって本土から地理

的に隔
かく

離
り

されてきた場所では、独自の地域個体群が形成されて

いる可能性は極めて高い。

例えば、植樹を行う場合、本土から運んできた苗を植樹する

ことは、外見上は環
かん

境
きょう

保護に見えても、実は地域個体群を攪
かく

乱
らん

する危険な行為であり、慎
つつし

まなくてはならない。

しかし、ラン藻
そう

類の一部などのように、超
ちょう

小型胞
ほう

子
し

が成層圏
けん

まで達し、地球全体が一つの交配集団となっているものもある。

この場合、遺伝子レベルでの地理変異は検出することができず、

地域個体群の概
がいねん

念の適用は難しい。

このように、対象とする生物の生態特性によって地域個体群

の概
がいねん

念を重視しなくてはならないものと、そうでないものが存

在するのである。

雪
ゆ き

割
わ り

草
そ う

（別名　オオミスミソウ）やエビネ
などの園芸的価値が高い植物が大規模な盗

とう

掘
くつ

を受けて個体数を減らしたときに、他の生息
地からの移植によって個体群を回復する作業
が行われることがあります。しかし、これは
花粉や種子の移動性が低く、地域個体群が形
成されやすい植物にとっては危険な行

こう

為
い

です。
長い時間をかけて形成されてきた遺伝的な地
理変異を攪

かくらん

乱することにつながるからです。

雪
ゆき わ り

割草
そう

（オオミスミソウ）
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トキだけを保護するのか

トキ野生復帰事業において保護されるのがト

キだけなら、その通りだといえます。

野生復帰といいながら、生態系から切り離し

て放し飼い的にドジョウの人工給
きゅう

餌
じ

をおこな

い、事実上トキだけを保護するのでは、種の保

存の役には立ちますが、本当の野生復帰とはい

えません。

トキの野生復帰というのは、棚
たな

田
だ

や里山の生

態系の再生を意味するものなので、だからこそ

里山の自然荒
こう は い

廃が進む日本にとって大切な事業

になっているのです。

トキの餌
えさ

の季節変化

絶
ぜつ め つ

滅に瀕
ひん

している生物は、たくさんいる。
トキだけを保護するのはおかしいのではな
いか

食物連
れん

鎖
さ

網
もう

の頂点、またはそれに近い位

置にある生物を保全するためにはその地域

全体の生物相を保全しなければならない。

トキ

ツチガエル
ヤマアカガエル
ニホンアマガエル
モリアオガエル

テン　タヌキ
ワシ・タカ　サギ
ヘビ　カラス　　　

クロサンショウウオ
イモリ カジカ

ヘビトンボ
モンカゲロウ

サワガニ

落葉付着藻類

森林

栄養塩・光・水温・降水量（湛水）

小股川棚田

攻撃・捕食・競争

オニヤンマ

トビケラ
カワゲラ
カゲロウ

カワニナ

ユスリカ

ミズムシ水生ミミズ

動物プランクトン

植物プランクトン 水生植物

陸生昆虫 両生類幼生

ヤンマ
トンボ

イトトンボ

マツモムシ
アメンボ
ミズスマシ
ゲンゴロウ

デトリタス

ヨコエビ、ガガンボ
ユスリカ、ナガレアブ

たん  すい

こう げき　        ほ  しょく    　きょうそう

たな   だ

そう

キセン城地域の棚
たな

田
だ

と小
こ

股
ま た

川における主要な生物の食物連
れん

鎖
さ

�キセン城
じょう

地区

の冬期の復元

棚
たな

田
だ

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

春 夏 秋 冬

飲
み
込
ん
だ
餌
の
重
量
比

ドジョウ ミミズ カエル 大型昆虫 その他の無脊椎動物

え
さ
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棚
たな

田
だ

・里山の環
かん

境
きょう

変化とトキの野生絶
ぜつめつ

滅

佐渡島の二つの山地帯、大佐渡山地と小佐渡丘
きゅう

陵
りょう

では、と

もに山のかなり高い標高帯まで棚
たな

田
だ

がつくられていました。

稜
りょう

線
せん

の標高が海
かい

抜
ばつ

約 1000mある大佐渡山地では、海岸段
だん

丘
きゅう

を

中心に渓
けい

流
りゅう

沿いや地
じ

滑
すべ

り跡
あと

地
ち

に標高 400mぐらいまで棚
たな

田
だ

が

発達していました。

一方、標高が大佐渡よりも低く、丘
きゅう

陵
りょう

地的な性格が強い小

佐渡丘
きゅう

陵
りょう

ではさらに活発な利用が行われていました。

トキはこれらを餌
えさ

場
ば

として利用していました。

ａ　終戦直後の 1947（昭和 22）年　

高木林が少なく、山のいたるところに棚
たな

田
だ

がつくられている。

ｂ　1971（昭和 46）年

森林が発達して山をおおい、森の中に棚
たな

田
だ

がパッチ状に見える。

ｃ　1976（昭和 51）年

利用されなくなった棚
たな

田
だ

が樹木によっておおわれていく。

ｄ　1985（昭和 60）年

棚
たな

田
だ

が消
しょう

滅
めつ

して、全体が鬱
うっ

蒼
そう

とした二次林になっている。�

このような環
かん

境
きょう

変化は佐渡全島で同時並行的に起こり、里

山・里地の生物たちは、あるものはすみかを失い、またある

ものは限られた条件下で大幅に数を減らしながら生き延びま

した。

トキも 1960年代には 10羽前後確認されていましたが、1981

（昭和 56）年には全鳥捕
ほ

獲
かく

により日本の空から完全に姿を消

すことになりました。

東アジアの文化として発展し、日本の原風景を作り上げて

きた稲
いな さ く

作や里山利用は、この数百年の間、山の生物たちにも

かけがえのない場所を提
てい

供
きょう

してきました。それは、人の営み

と生物の営みが期せずして調和した希
け

有
う

の時代であったとい

えるでしょう。

ａ　1947（昭和 22）

ｂ　1971（昭和 46）

ｃ　1976（昭和 51）

ｄ　1985（昭和 60）

キセン城周辺の棚
たな

田
だ

の変
へん

遷
せん
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「トキが明るくする佐渡の未来」

トキの生息環
かん

境
きょう

として重要であった棚
たな

田
だ

や里山は、人

間の経済的な要因により維
い じ

持されてきた環
かん

境
きょう

でした。近

年、その経済的な要因が崩
ほう

壊
かい

し、これらを利用放
ほう

棄
き

した

ことがトキの野生絶
ぜつ め つ

滅の原因でもあります。

このため、トキの野生復帰のためには生態学的手法だ

けでなく、経済的にも継
けい

続
ぞく

が可能なしくみを確立するこ

とが重要です。

生活者の観点から見たトキ保護の意義

１　農林水産業への効果

トキがすみ、野生復帰のための自然再生が進む佐渡島

で採れた農産物のブランド価値は大きくなります。「朱
と

鷺
き

と暮らす郷
さと

」認
にん

証
しょう

米
ま い

をはじめとした、島内観光客への

食材供給や農産物販
はん ば い

売を含
ふく

め、佐渡の農産物を「環
かん

境
きょう

に

やさしい」「安全・安心」で「高品質」な商品として売

り込
こ

んでいくことは、新しい販
はん ば い

売先を見つけたり、販
はん ば い

売

量を増やすことにつながります。

２　観光産業への効果

観光業は、佐渡にとって最も大きな産業の一つです。

大型ホテルや旅館が多数あり、観光名所も豊富ですが、
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トキをはぐくむ農村環
かん

境
きょう

や環
かん

境
きょう

保全型農業の現場に触
ふ

れる、ゆったりとした時間を過ごす旅行プランを提
てい

供
きょう

す

ることは、エコツアーやグリーンツーリズムのニーズと

も合
がっ

致
ち

し、佐渡の観光を盛
さか

んにし、好影
えい

響
きょう

が他の方面へ

も波
は

及
きゅう

していく有効な方法ではないでしょうか。

トキ野生復帰ステーションの順化ケージ

トキはこのケージの中で採
さい

餌
じ

・飛
ひ

翔
しょう

・人慣れ・ねぐらと
りなど野生復帰に必要な能力の訓練を受ける

佐渡島の典型的な里山林

訓練中のトキ

写真提
てい

供
きょう

：環
かん

境
きょう

省

写真提
てい

供
きょう

：環
かん

境
きょう

省
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ほ

獲
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てい

供
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してきました。それは、人の営み
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